












































































と B 面に異なる絵を描くことによって、1本のペープサートで 2種類のキャラを演じること





















ている。この棒の寸法は幅 260 mm×高さ 12 mm×奥行き 3 mm であり、細長い直方体のよう
な形である【写真 3-1】。穴の直径は 5.9 mm であり、角は怪我をしないように削られている。
磁石は市販されている直径 6 mm のネオジウム磁石【写真 3-2】であり、強力な磁力に特徴


















として 27 mm（大サイズ）のゼムクリップを使用した。また、紙が大きい場合には直径 12





また、本研究では舞台を木材で制作している。市販されている幅 90 mm×高さ 25 mm×奥



















































































































は長机を 3台使用し、黒布（寸法 180 mm×270 mm）を 2枚使用した。鑑賞者（子どもたち）
が机の下を見ることができないように、黒布で机を覆った。机の真ん中に舞台を置き、演者か
ら見て舞台手前にキャラクターや台本を準備した。





















































































































































































































































６）実用新案登録第 3212250号（2017. 8. 31）
７）大阪大谷大学が開講する、幼児教育専攻 4年次配当の授業（2単位）
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【写真 6-1】
マグネット式ペープサートの棒や
舞台に興味を示す子どもたち
【写真 6-2】
ブックエンドとワイヤーネットを用いた簡易舞台
造形的視点から見る児童文化財「ペープサート」の発展と可能性
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